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 令 和 ６ 年 度  学 校 経 営 報 告 

                         東京都立光丘高等学校長 瀧本 秀人 

１ 令和６年度の取組目標と方策 

（１） 学校経営  

ア 組織 

（ア）教育職員 

◆生徒の進路実現に向けた学習指導を展開し、良好なコミュニケーション、教員の協働、同僚性の

高い組織環境のもと、一丸となって学校経営上の課題解決に取り組む。自己研鑚に励むとともに、

人材育成を目指した OJT 活動を推進する。ハラスメントや服務事故のない職場を維持する。 

・学校経営計画、分掌目標、職層に沿った明確で具体的な目標を立て、その達成に向けて力を発揮

するため、達成時期、数値目標等を自己申告書に明記し、達成に向けて計画的に取り組む。 

・新たな課題、解決方法を積極的に発見し、解決案を提示する。 

・校内研修、企画調整会議、職員会議等による教育課題の共有化。 

・ライフ・ワーク・バランスの取組の推進。 

・企画調整会議での議論の活性化による学校経営の一層の充実・改善。 

・体罰や個人情報漏洩等の服務事故の防止。 

・全教職員が互いに人材育成に積極的に取り組み、互いの能力開発に努める。 

・若手教職員が主体的に自己研鑚に励み、自信を持って学校教育や学校運営に当たれるようになる

ために、主幹教諭、主任教諭、経験豊富な教諭は自己申告書に人材育成に関わる目標を明記する。 

・若手教員の研修計画に基づき、各主幹教諭は専門分野の指導を計画的実施。 

・ICTによる業務の効率化に伴う職員の業務の軽減とライフ・ワーク・バランスの実現を図る。統

合型校務支援システムや採点支援システムの積極的な活用。 

・コンプライアンス徹底。業務継承と人材育成。 

（イ）行政職員 

◆適正な予算編成と執行などの財務管理及び安全な教育環境の維持・管理を徹底するとともに、学

校経営を支える企画提案に取り組む。また、ハラスメントや服務事故のない職場を維持する。 

行政職員の学校運営への参画 

・中期的な視点に立脚した自律経営推進予算の編成と効率的執行。 

・学校における働き方改革プランに基づき、ライフ・ワーク・バランスの実行を進めるため、計画

的な仕事の進め方により業務の効率化を図る。 

・副校長と連携し、遅滞のない計画的な業務を進める。また、校内施設・設備の安全点検と増改修

推進のための支援センター、高等学校教育課との折衝。 

・教員と経営企画室との連携、意思疎通を進め、双方にとって効率的な業務改善を行う。 

・経営企画室職員は、経営企画室長の指導の下、職務に精通するとともに、学校運営に対し、積極

的な提案を行う。 

・効果的な教育活動、安全な学校生活などについて、付加価値の高い業務を推進するため、効果的

な教育活動、生徒の安全管理について、優先順位を明確的にして予算計画を立てる。効率的で有

効な予算活用を心掛ける。適正かつ迅速な予算執行を行う。 

・経営企画室については、進行管理を適切に行うとともに、報告、連絡、相談を必ず行い、責任と

意欲のある業務を遂行する。 

・学校説明会など広報活動に携わる。 

イ 施設・設備組織 

◆施設・設備を安全に維持・管理するとともに、その充実・改善を図って教育効果の一層の向上を
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図る。 

・施設・設備の安全確認・点検等を定期的に行うとともに、改修や改善を要する施設・設備につい

ては増改修要望を利用して学校経営支援センターや営繕課と連携して教育環境の維持改善及び

向上を図る。 

・複数年度にわたる中期的計画の作成。 

・感染症予防対策のための施設設備の改善充実及び衛生管理用品の十分な確保。 

・ＩCＴ機器の整備や更新による充実。 

・校費縮減に伴う校内予算の精選と重点支出の設定。 

・TEPROとの連携を円滑におこない、施設修繕の迅速化を図る。 

・デジタル等成長分野を支える人材育成の充実を図るために必要な取組を実施するに当たり、必要

となる機器を購入する。 

（２） 学習指導・進路指導 

ア 学習指導等 

◆卒業までにできるようになる力を見通した学習指導。 

・学習や進路に関する教員の期待の表明 

・授業毎、もしくは単元ごとに生徒の関心を引き出す「問い」をたてること。 

・生徒の深い学びと学力の定着を図る授業計画の作成。 

・アクティブラーニング型授業の利用の促進。自学自習の支援。 

・教員相互の授業見学の実施 

・教員一人ひとりの授業力を高めるため、生徒が主体的に活動する場面を取り入れた授業（主体的・

対話的で深い学びを目指す授業）」の展開。 

・学習到達目標の明示。 

・授業改善に関する情報を共有する研修会を計画的に行い、全員参加で授業力を高め合う。 

・教科会の充実。 

・英語４技能習得のための実践的指導を行う。 

・スキルアップ推進校の施策を利用し、生徒のグローバルスキルやデジタルスキルの伸長を図る。 

・自宅学習に意欲的に取り組む生徒を育てるため、生徒が主体的に取り組むことが期待できる授業

方法、予習・復習方法を全教員が考え、授業で実践する。 

・生徒に定期的、計画的に課題を出し、課題と授業の連動を高め、生徒の成功体験を積み重ねる。 

・一人１台端末を活用した探究的な学びを強化する。 

・教育データを利活用し、授業の適正さや定期考査の適正さについて検討を行う。また、各生徒の

弱点等を確認し、助言する。 

・進路希望に沿った、長期休業期間中の講習。 

・観点別評価の在り方と検討・検証し、各教科が到達目標を明確にして、学力向上に取り組む。 

・スキルアップ推進事業「職場体験」を通し、生徒のコミュニケーションスキルの伸長を図る。 

・各種検定指導による学習時間の拡大。 

イ 進路指導 

◆広い視野と挑戦心の育成を図る。 

・将来の進路決定のために深い学びと幅広い教養を身に付けさせる指導。 

・ 進路、学年、教科等の連携を深め、組織的な進路指導体制の構築。 

・早い学年段階から進路意識を高める工夫を取入れ、高い目標を持たせる。外部講師による生徒向

け進路講演会を実施し視野を広げる。また面談や出願校指導に活用。 

・自らの進路に見通しを持ち、それに沿った学びを構築させる。 

・高大接続改革、大学入学共通テストの対策について適切に対応する。 
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・主体性の涵養を図る。 

・ポートフォリオを利用した振り返りによる意識の向上。 

・英語４技能習得のめの実践的指導を行う。 

・学習や進路に関する取組みを計画的に配置し、生徒が積極的に活用するよう支援する。 

・模擬試験等の結果を活用して、生徒全体の学習理解度を分析し、授業に反映する。 

・個々の生徒の進路指導や二者・三者面談の実施。 

・高大接続改革等に対し、情報の収集に努め、適切な対応を進める。 

（３） 生徒の健全育成と心身の健康 

ア 健全育成 

◆社会人として公共心、道徳心を涵養し、規律･規範の育成や社会貢献の意識の醸成を図る。 

・基本的生活習慣の確立、時間管理の意識向上を図る。 

・授業、部活動、ホームルーム活動を通してコミュニケーション能力を育成する。 

・チャイム着席を励行し、授業に集中する環境や意識を向上させる 

・身に付けるべき社会性を育成する。 

・時間の順守（遅刻防止）、身だしなみ、挨拶の励行を指導の重点とし、生徒指導部と学年が協力し

て効果的な指導を図る。 

・組織的な清掃と美化活動の指導を徹底する。 

・携帯電話の活用に関する意識の向上を図る。特に SNS の適切な活用とゲーム等への依存防止の指

導を、セーフティ教室等を通じて繰り返し行う。 

・交通安全教室を通じて、交通ルール遵守の意識を高める。特に自転車事故の防止に努める。 

・２０２２年４月より成人年齢が１８歳に引き下げられたことを受け、投票行動や政治への関心を

持つよう主権者教育の充実と、消費者教育の充実を図り、社会性を高校段階において十分に培う。 

イ 心身の健康 

◆心と体の健康を守り、安心して学校生活が送られる環境づくり 

相談、支援体制の一層の強化を図るとともに、生涯にわたる健康維持、増進に必要な基礎知識を育

成する。 

・生徒の心身に関連する委員会の効果的な開催による生徒の支援を行う。 

・食育リーダーを中心とした食育の推進。 

・ＳＣ、特別支援教育コーディネーター等を活用した研修会の開催。 

・いじめ、体罰を発生させず、生徒が安心して学校生活が送れる環境作り。 

・SC及び保護者との連携。 

・状況に応じたＹＳＷの活用。 

・心身の不調等、生徒の変化に機敏に気づき、学年や管理職と情報を共有して、早期対応に努める。 

・ケース会議において生徒の変化に機敏に気づき、情報を共有して、早期対応に努める。 

・特別支援教育に関して教員全員が理解するための研修会を実施。 

・生徒間で互いを尊重する意識や共生の意識を育て、安心で安全な学校とする。 

・生徒の変化を見過ごさず、ケース会議等に伝え、迅速に対応する。 

・発達障害の理解、教員のカウンセリング能力の向上と相談体制の充実。 

・外部機関との連携 

・いじめ対応サポータの活用 

（４） 特別活動 

ア 行事等 

◆学校行事を通して、情操を豊かにするとともに、健全な帰属意識を醸成する。また、ホームルー

ム活動等を通して、お互いに高め合う集団を育成する。 



 4 

・生徒の一体感、自己肯定感、自尊感情を高めるための場作りと指導を実践する学校行事、生徒会

活動、委員会活動、ホームルーム活動、外部ボランティアなどでの、生徒の活動が生徒間で見え

る取組を実施。 

・文化、芸術に親しむ行事、防災に係る活動に親しむ行事、体育活動に親しむ行事、読書活動に親

しむ行事、主権者意識を高める行事の実施。 

・18歳での選挙権行使などを見据え、早い学年から社会参加意識を高める。 

・修学旅行における平和学習実施。・生徒主体の活動の計画・統合型学習支援システムを活用した行

事ごとの振り返り。 

・TOKYO2020をレガシーとして、引き続きボランティアマインドの育成に取り組む。 

イ 部活動 

◆部活動への積極的な参加を奨励し、心身の健康を増進し、文化教養を高める。地域に貢献する社

会性の涵養を図る。 

・部活動への参加を奨励し、文化活動や体育活動をとおして、生涯にわたり健康で文化的な生活を

送るための基礎を培う。 

・主体性のある生徒を育成するための指導スキルを身に付け、特別活動や授業でその力を発揮す

る。・部活動等では計画的なミーティングを実施。 

・事故等の未然防止と万一の場合の適切かつ迅速な対応の徹底。 

・顧問教諭や関係教諭、スクールカウンセラー等による面談等を実施し、部活動生徒をサポートす

る。 

・公式戦参加奨励や公的発表会等への参加支援。 

・外部指導員の配置の検討。 

・部活動を通して、地域の学校や他校の生徒同士の交流活動の展開。 

（５） 地域貢献 

◆保護者・地域との絆を深めることによる応援者の獲得 

・ＳＤＧｓの観点から地域の課題を発見する。 

・ＮＰＯなどの外部機関と連携して映像作品や出版物を作成する。 

・光が丘地区祭への参加。 

（６） 広報活動 

◆教育活動の広報を通して、地域社会や地域の学校に本校の教育活動への理解を深めてもらうとと

もに、より学ぶ意欲の高い生徒の募集を目指す。 

・本校の教育活動を、機を逃さずタイムリーに紹介する。 

・ホームページや屋外掲示板を適切に管理し、更新する。 

・学校説明会では生徒に行事などの取組みを紹介させる。 

・夏期学校見学会以外に、光陵祭に個別相談会を実施する。 

・学校紹介映像を作成する。 

・学校ホームページの充実及びＸ等の活用により、行事や部活動等の教育活動の情報発信を実施。 

・幅広く（対象及び地域）本校の魅力を広報し、中学生の選択肢に本校を加える。 

・広報活動を全員で行い、教員自身が光丘高校についての真の理解者となる。 

・全教員で広報活動に参加協力。教員全員が本校の方針、特徴、具体的取組等について説明できる

ようになる。 
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２ 成果と課題 

（１） 学校経営 

＜成果＞ 

ア 組織 

（ア） 教育職員 

・企画調整会議を中心として学校経営上の課題解決に取り組むことができた。企画調整会議がう

まく機能している。 

・若手教員の人材育成に、管理職からの研修を初め、全職員が積極的に協力し研鑽に励めた。若

手教員の研究授業には多くの教員が参観し、研究協議を行えた。特に６人の新規採用教員はこの

１年で大きく成長できている。 

・発達段階に凸凹のある生徒に対する支援をＳＣや巡回心理士を利用して、学校と家庭が協力し

て行う土壌作りができた。また、教職員全体で支援の必要な生徒理解を行えた。 

・生成ＡＩを利用した教育活動のあり方について、意識の醸成ができてきた。 

（イ） 行政職員 

・老朽化する校舎の修繕が必要とする箇所について、点検と確認を行い、安全面を優先する順位

から対応を行った。トイレの修繕、床の修繕、雨漏りの修繕等これまでにできていなかった修繕

についても今年度達成した。 

・文部科学省指定「ＤＸハイスクール」に係る物資の購入やソフトのライセンス契約を適切に行

った。 

イ 施設・設備組織 

・安全確認・点検等を定期的に行うとともに、改修改善を要する施設・設備について、所管の学

校経営支援センターおよびＴＥＰＲＯとの連絡・調整を行った。 

＜課題＞ 

ア 組織 

・学校経営方針を踏まえ、教育活動の一層の成果を上げるために、進路実績充実に資する専門性

の一層の向上に努める。 

・発達段階に凸凹のある生徒に対する支援のあり方については今後も課題として残る。 

・個々の生徒に応じた学習指導や相談の展開が、一定程度できた。 

イ 施設・設備組織 

・施設が約５０年を経たことにより、修繕を重ねても、また別の箇所が故障するなどの問題は課

題である。 

（２） 学習指導・進路指導 

＜成果＞ 

ア 学習指導等 

・単元ごとの到達目標を設定、教科会での進捗状況の確認・調整も行った。 

・文部科学省指定「ＤＸハイスクール」の指定を受け、生成ＡＩ関連のソフトやＩＣＴ機器を契約・

購入し生成ＡＩを教育活動にどう落とし込むかの準備が整い始めている。 

・多くの教員のアクティブラーニング等の手法を用いることにより、対話的な深い学びに結びつい

ている。 

イ 進路指導 

・就職希望者に対しての面接指導を丁寧に繰り返し、27人の就職希望者全員の就職を達成した。 

・進路ケース会議を学年ごとに実施し、実力テストの分析をし、指導方針を検討した。 

＜課題＞ 

ア 学習指導等 

・毎授業において、生徒に興味・関心を喚起させる「問い」を立てることは今後更に研究している

余地を残す。 

・授業改善と個々の生徒に対応した補習・講習の一層の充実 

・生成ＡＩを教育活動にいかに落とし込んでいくかは今後の課題である。 



 6 

・成果の挙がっている指導方法等を教科・学年で共有すること。 

イ 進路指導 

・日常の学校生活の中から面接時における受け応えができる対応力の育成 

・長期休業期間中の講習を生徒の進路希望別の内容で実施 

・大学への進路希望が減少している。金銭的な問題を抱える家庭が多く、２年で卒業できる専門学

校への進学希望者が増加している。ＡＩに取って代わることない専門性を身に付けられる専門学

校進学への助言が大切である。 

（３） 生徒の健全育成と心身の健康 

＜成果＞ 

・「ケース会議兼学校いじめ対策委員会」を毎週開催し、支援を必要とする生徒の情報を管理・共

有し、指導・育成に役立て、継続的に生徒・保護者を支援した。 

・スクールカウンセラーを活用し、生徒のみならず、保護者のカウンセリングも行えた。 

・ＹＳＷと連携して生徒を救えた。 

・巡回心理士を活用し、幾人かの生徒に対して心理検査を行えた。 

・アンケートによるいじめ等に関する調査を年３回実施し、未然防止・早期発見に努め、自他の生

命や人権を尊重する豊かな心や態度の育成を図ることができた。 

・ＳＣの複数配置を有効に活用できた。 

＜課題＞ 

・基本的生活習慣の一層の定着 

・相談体制の一層の充実と生徒情報の共有 

・欠席の多い生徒へのスクールカウンセラー等を活用したメンタルケアの一層の支援 

・不登校の生徒に対応する専門的な人材が必要である。 

・心理検査等の結果をどのように活用していくのかは今後の課題である。 

（４） 特別活動 

＜成果＞ 

・活動へ加入している生徒は部活動に熱心に取り組んだ。 

・陸上競技部が２年連続して関東大会に出場を果たした。 

＜課題＞ 

・部活動加入率の低迷。中学時代も十分な部活動ができず、加入率が低迷している。 

・怪我の未然防止策の徹底や事故が起きた際の迅速かつ適切な対応。 

（５） 地域貢献 

＜成果＞ 

・今年度はコロナが落ち着いてきたことから各種地域の行事に参加できる機会が増えた。光が丘

地区祭等、地域の活動に、吹奏楽部、写真部、美術部、書道選択者、生徒会などが参加し、地域

との連携を深めた。 

＜課題＞ 

・地域施設と連携した行事の一層の取組 

・地域の団体との連携 

（６） 広報活動 

＜成果＞ 

・施設見学会、学校説明会、授業公開を予定どおり開催し、広報活動の充実を図った。 

・公式Ｘやホームページを活用して、教育活動の特色等を発信した。 

＜課題＞ 

・私学の授業料無償化などの影響か、学力検査での倍率が昨年度より低くなった。 

・男子生徒は募集人員を超えて倍率が出たが、依然として女子生徒の応募数が低迷している。 

・電子データ（動画等）を活用した広報活動の充実 
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３ 学校評価 

 

（１）保護者（２３項目の設問） 

・高く肯定された項目は「学校は授業時間の確保に努めている」と「頭髪指導を理解し協力している」

の２項目である。これは前年度と変わりが無い。とくに、生活指導は「厳しい」とごく一部の保護者

の声がある一方、大方の保護者は肯定的であることが分かる。 

・その反面、肯定的な数値が低い項目は「学校の教育目標を知っているか」である。また、昨年度肯

定的な評価が高まった「きめ細やかな教育相談（生徒面談、三者面談）を行っている」の数値が７５％

から６４％まで落ち込んだ。ＳＣの複数配置などでさらに伸びると予想していただけに、今後原因を

しっかりと考えなければならない数値である。 

・「学校行事に積極的に参加している」の数値も、少し落ち込んだ。コロナ禍のもと十分な行事がで

きなかったのができるようになったとき高い数値を上げたところからの落ち込みなら仕方がないと

ころではある。 

（２）生徒 

・生徒は保護者に比べると、全体的にどの項目も昨年度より肯定的な数値を示した。保護者とは全く

逆である。 

・生徒が高く肯定している項目は「学校は授業時間確保に努めている」、「教科書や授業内容は、生徒

の学力にあっている」、「学校は３年間を見通した指導計画に基づき、各学年に応じた進路指導を行っ

ている。」の項目である。これは嬉しい結果と言える。 

・評価が低いのは「生徒会活動や各種委員会活動が活発である」である。生徒の主体的な教育活動に

課題が残る。生徒会については主体的に立候補した生徒が地域のボランティア活動に積極的に参加し

て成果を上げているが、各種委員会の活動が充分に行われていないことが課題となる。また、本校の

生徒は中学時代に委員会などで活躍した経験が少ない生徒であるので、フォローしながら主体性を育

んでいく必要もある。 

・「学校は全体的に考えて満足である。」の項目は今年度６０％台まで回復したが、７０％台まで引き

上げていける策を練りたい。 

（３）地域の意見 

・今年度地域の意見をただ近隣に住んでいる人にアンケートを投げ込んで回答を得ていたのを学校運

営連絡協議会の協議委員の方々に依頼して、地域の意見を集約する形をとった。また、学校ホームペ

ージに地域の方々が主体的に学校評価アンケートに参加できる形に変更してみた。そうしたところ、

学校からの情報（授業公開・公開講座・学校施設開放）は伝わっている」という項目は２９％から７

５％と大きく数値が上がった。 

・さらに、「本校生徒の通学のマナーは守られている。」と「本校生徒は礼儀正しいふるまいができて

いる。」の二項目は１００％の評価を受けている。落ち着いた学校という近隣からの評価は非常に喜

ばしいものである。 

・コロナの収束により、各種の行事やイベントが復活し、生徒が地域活動にたくさん参加し貢献でき

ていることは大変喜ばしい状況である。ますます、地域と連携した教育活動も展開していきたい。 

 


